
の

身體 各 部位 に於 ける ツベ ル ク リンに對 す

ろ反應 性 の差異 評 悔

結核豫防會結核研究所(指 導、柳潔譲)

小 池 昌 四 部
∫

工 緒 言

結核の 自然感染 に於け る ツ(導ル ク リン反慮(以

下 ツ反慮)萬 現 の程度は個麗 の性 質、帥ち皮膚の

性 歌、 ア レル ギーの歌況に よつて時間に も強 さに

も差異が あることは當然の ことで あるが同詣個盟

に於 て も各部位 に依 り多少の差異あ ることは古 く

か ら認 め られ て居 た｡》

19081年DeUlrelepont1)1ま 狼 瘡部 の皮膚 嫁健

康蔀 の皮膚 よ りもツ〈ごル ク リンに封 して強度 に反

磨す る と報告 し、Volku｡Loewenstein2)も 同 様

の事實 を記載 して居 る｡TOV61gyi3)は 皮 膚 ア レ

ル ギーの差 異は結 核病 竈に關係 あ りと述べ 、局所

反 慮が病竈 に近 ければ近 いほ ど過 敏で ある｡帥 ち

TovOlgyiは 臨床的肺結概 患者(よ りよき免疫 状態
　 ノ

にあるア レルヒギーのつよい患者)の ピルケ氏反慮

信上肢よりも胸に彊 く現はれる、重症結核症にあ

つてはRegativeAnergieは 先づ病竈周園に現は

れるか ら病側よ りも健側の方がア レルギーが強い

が豫後最 も不良なものでは雨胸側に於て陰性とな

る、と報告 して居る｡Ferria4)は 身盟各部位に

劉稻的に皮層反慮を検 した結果皮慮反慮と病竈の

部位性歌 との間には一定の關係を見出す ことは困

難であると報告 して居る｡船 富、赤松5)に 患者に

っをこの事實を追試 し左右獲赤喧の差異と病竈の

性歌 とは密接なる關係を有するとTovσ1gyiの 貴

験報苦を肯定 して居る｡又 大森、岡部、及び三友、

木佐森η並びに折田S)等 はツ反慮實施の際その娃

遮部位を求めるため身髄各部位に於けるツ反慮の

嚢赤値を比較 したが何れの部が大で何れの部が小

であるかの決定的標準は得られすその報告は匠 々

である｡
　

何れに して も結核自然感染の一般の場合には從

來臨床的にも統計學的にも検査部位によるγ反慮

の強 さの差異はあまり意義のあるものではな く且

又ツ反慮實施にあたってさしたる支障はなかつた

のである｡然 るに近年結核豫防普及につれて結核

未感染者にBCG接 種が行はれるようにな りこれ

が効果判定のためツ反慮は頻繁に行はれBCGは

再接腫、再三接種せ られ且BCG接 種後の自然感

染 とBCG陽 性 との鑑別はこれをツ反慮に求める

ほかなく、加ふるにツ反鷹の様相は一段 と複雑化

し種々なる困難に遭遇するに至つた◎

たまたま柳澤9)は 数年前或 る遇 然 の 機脅か ら

BCG接 種後の集團で同州稀繹度同IL-・sツベ ルク リ

ンを用ひて左右雨側上陣に同時にツ反慮を行つた

虚左右に著るしき差異あることを登見した｡併 し

その原因に就ては正確なことは不明であつた｡そ

の後吾々はこの事實に基づいて研究 をつんだので

こ 製にその一部 を蛮表 し同學の士の参考に供 した
ら

い と思 ふ｡

II研 究 方 法

墨

本研究は昭和22年11月 に行つた｡

a)被 槍集團、新潟縣某小學校228名｡

この集團のBCG接 腫及び ツ反慮瞼査に開する

既往歴は次のようである｡

昭和22年5月 、左前臆内側中央に2000倍 稀繹菖

ッ α1cc皮 内注射｡

昭和22年5月 、左上搏外側にBCGO.06mgを

O.1ccグ ラチン生理食肇水に浮游せ しめて皮内注

射｡

昭和22年6月 、左前騰内側中央に20Q9倍稀鐸蕗

ッ α1cc皮 内注射｡

昭和22年7月 、左前騰内側中央に2㎜ 倍稀繹醤

ツ0・1cc環 内注射｡

邸ちこの研究實施6ヵ 月前から1ヵ 月毎に合計

3回 同一個 所に2000倍稀鐸奮 ツが注射 してある｡

BCGは 左上騰外側に一回だけO.06mg注 射 して

ある｡

__,9



b、 實施方法

1・ 使用 ツ(3ル クリン、結核研究所製薯 ツ1000

倍稀繹液｡

2・ ツペルクリツ の注射部位、左右前騰内側中

央双び左右上騰外側(即 ち左上騰外側は既にBCG

接種 を行はれた部位で右上騰外側はその封稻部位

である)｡以上4ヵ 所に同時に1000倍 奮 ツO.1ccを

正確に皮内注射を行つた｡

3・ ツ反慮の観察方法、以上4ヵ 所のツ反慮の

ジ

畿赤の大 養さ、硬結鰯知者、二重稜赤形成者数 を

24時聞、4塒 間と時間的に追究 しその度数分布を

相關表であらわし表の如 く種 々なる組合せ をつ く

り比較検討 した｡

III成 積

a)ツ 反慮陽性率及び螢赤の大きさの比較｡

L左 前騰 と右前騰 との比較、(第1表 及び第2

鯵 照)評
第1表 左前脾 と右前脾 とのツ反慮慶赤の大きさの相關表(24時 間判定)
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第2表 左薗博 と右前脾 乏のツ反慮螢赤の大きさの相關表(48時 間翔定)
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イ、左膚前騰のツ反磨陽性率は24時聞では夫々

96.5.%、91・3%で 左前騰が 翫2%高b、48時 間で

は夫 々79・8%8&2%で 逆に右前騰が8.4%9,b

伺れ にしろ陽性率には著 る しい差 異は認めらな

bo

ロ、襲赤の大 きさの度数分布を比較するに、24

時聞でに左前臆の方が大部分大 きいことがわかる

が48時 聞では著るしい差異は認められない｡担 し

48時 間では左が陰性のと遷右は陽性であるものが
な

相當数あることけ注 目に値する｡

2・ 左上騰外側 と右上騰外側との比較(左 上鱒

,外 側にはBCGが 一度だけ接極 してあるX第

3表 及び第4表 参照)
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イ、ツ反慮陽性率については24時 間では夫 々.ツ 反慮妹その封樗部位の右上縛外側 よりも大部分

993%と95｡1%48時 聞では91.0%と9α4%で24痔 が大きいことを示 して居る｡43時 間では著る しvボ

聞、48時間共有意の差は認められない｡差 異はな くなる｡

y、 獲赤の大 きさを比較すると24時聞では著る3・ 左前陣と左上騰との比較(第5表 及び第6

しい差鋤 現 られ左上99i"f・側のBCG接 種部位の 表参照)牝
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ロ、獲赤の大きさの比較は24時間では分布状況 は陽性のかな りの藪があるがこれを除いては差曝

に一鉱見著るしい差異は認 められないように見える は認 められない｡

が こSに 注意を要することは左前騰の方に大きい4.右 餉騰 と右上騰との比較(第7表 及び第8

教字が噺然多いことである(こ のことは二重獲赤 表参照)・

の項で詳述する)｡48時 間では前興で陰性で上騰で

第7表 右前臆,と右上脾とのツ反感襲赤の大きさの相關表(24時間判定)
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第8表 右前臆 と右上購 とのツ反鷹螢赤の大きさの相關表(48時 聞判定)
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イ、 ツ反慮陽性率について は24時 間では夫 々

91.3%と95.1%43R3間 で は夫 々88.2%と90.4%

で 有 意 の差は ない｡

ロ、螢 赤の大 きさにつやて も24時 間で も48時

間で も殆んど差異は認あられない｡蓬

b)硬 結鰯知者数と二重獲赤形成者数の比較
ρ

(第9表 参照)

第9衷 硬縮調知者敷と二重嚢赤形成者鍛の比較

検査人員228名

部 位 書左 前 刷 右 前 露 左 上 剛 右 上 露

剣 定 時 澗124時 剛48劇24時 剛48時 間124繭i48繭124醐48糊

硬 蔽 知 額14・i・ ・142}6712・41・5・ ・8・ い22

巨 鹸 赤形成劃62131
4i・1・6i・1314

1.硬 結鯛知者数は全般的に見て左右上騰に多

く左右前騰に少い、左上騰即ちBCG接 種部位に

於てに228名 中、24時 聞では214名48時 聞では

151名 の過孚数に鵤れる夷に右上騰で24時 間で

181名42時 間で122名 である｡右 前騰は24時聞で

は42名48時 間で67名であ り最 も少いのは左前臆で

24時商で40名48時 間では僅に11名に過 ぎない｡

2.二 重稜赤形成者数は24時 間では左前騰に歴

倒的に多 く見 られ228名 中62名 の多数に見 られ

た｡次 に多いのが左上臆で16名 であつた｡然 るに

48時間になると左前騰の二重焚赤は殆んど漕槌 し

て僅かに3名 におヤ・て認められるに過ぎない、こ

の ことは注意すべきことであると思ふ｡左 上臆外

側のBCG接 種部位に特に二重登赤が多Vbと いふ
箋

ことは認められなかつた｡'

C)登 赤の色調に就て

24時 聞判定の際はあまり著明な差異縁認められ

なかつたが48時間になると相當ツ反慮の様相は注

射部位に より異つて くる｡

即ち43時間では一般に左右上臆及び右前鱒のジ

反慮畿赤の色調は鮮紅色或いはバラ色であるが、

左前騰の ものは暗赤色のものが多 く且 うすい｡特

に、他の部位のツ反慮と比較 しなければ陰性と認
ほ

めるよう'なうすい色素沈着がある程度の反慮 を呈

するものの多いのが目立ち判定にかな り困難 を俘

,う｡こ れ等 を陰性とすれば左前騰の陽性率に相富

の攣動 をきたして くるのではないかと思 う｡換 言

すれば左前騰の皮膚ア レルギーは24時聞では他の

部位より嵩度に嚢現 し48時間では他の部位 よわ清

槌が速いと言える｡

T7総 括及び考察

左右前騰並びに左上臆BCG接 種部位及びその

封稻側右上臆外側の4ヵ 所に同一一・-1稀繹度 ツx・…ルク

リン1000倍液O.1ccを 同時に皮内注射した際の各

々の皮膚ア レルギーの状態を比較槍討 した｡そ の
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成績 を総括すると次の如 くである◎

a)ツ 反慮陽性率1詔4侍 間では右部位共有意の

差異は締 が43時 聞では左前騰のみ10%低 いだ

けで他の部位には有意の差は認められない｡

b)蛮 赤の大 きさを比較 す る と24時 聞では

BCG接 種部位の左上臆とツ〈sルクリンを数同注

射 してある左前臆は他鰯封稻部位に比して著 るし

く大きい、特に左右上騰に於てはBCG接 種部位

め左上騰の方が一 目判然 とする程変に反慮が大き

いことが認められた｡併 しながら左前膝と左上騰

を比較すると24時間では左前騰の方が却て大きく
の

反磨するものが多 く特に二重獲赤を認めるものが

多い｡
な

曳43時間では4ヵ 所共著るしい差異は認められな

かつた｡但 し左前臆で反慮陰性と認められるもの

で しか も他部位ではハ ッキリ陽性に出ておるもの

がかな りの籔認められた、色調について も24時間

で}ま4ヵ 所ノ寒特に注意を惹ヵ≧なカ〉つたカミ48汗寺間に

なると左前臆の反慮は他部位に比 し曙赤色、うす

い色素沈着程度の殆んど陰性 と判定されるうれえ

のあるものが多敏見 られたのは注意すべきことで

あると思 う｡

の 硬結鰯知の歌況は前騰に於ては右即ちツペ

ルクリン、BCGを 注射 したことのない測に硬結

をwatLる数が多 く特に48時聞に多い｡左 上騰と右

上臆とでは大差がない、上縛と前騰 とを比較する

と24時闇、48時聞とも上聴の方が顯著であるo

以上の成績から考察するに'7A"Lルクリン皮虜反

慮に よつて認知されるツ〈eルクリンア レ3レギーの

強 さはBCG接 種局所 と既往 ツベルクリン注射部

位に大いなる閣係がある よ う に思はれる｡即 ち

BCG接 種局所及び既往 ツペルクリン注射部位に

於けるツ反慮はそれの封樗部位に比較すると臨床

的 ツ反懸の判定 目標となる嚢赤が早 く大 きく現れ

るもまた既往 ツ〈ごルクリン注射部位では封樗部位

より早 く反慮が漕槌するように見えた｡さ きに岡

捨巳粉等はこの事實 を追試 して詮認 したのちその
ボ

原因については接種局所と密接な關係ある黙 を指

摘 した｡私 も岡等の原因論には賛意 を表するもの

であるが、その原因はそれだけに止 まらす更にツ

〆ぐルクリン注射部位 とも大いに關係することを附

け加えなければならないと思 う｡
へ このことは冤疫學的にみるに痘瘡の場合の前羅

,

疹 と同一なカテゴリーに緊する現象ではないかと
'思ふ
｡即 ち種痘 を受けた人が天然痘病毒の侵襲 を

受けた場合にまだ眞の螢痘 を來たさない螢病の初

期に前に種痘が行はれた上騰の疲痕部の嗣劉だけ

に蛮疹 又は獲赤 を呈するのである｡こ れ ら一連の

現象はひろ く局所免疫 として考えられるべ きでは

ないかと考える｡な お前縛のツ反慮の硬結鰯知率

が獲赤と逆であること、上騰ξ前臆 とのツ〈きルク

リン反慮性の相異、特に硬結燭知の朕況の顯著な

る相異については更に研究 を要する 叡の と考え

る｡

實際問題としてBCG接 種後の免疫の有無を推

知する方法として ッ反慮を用いつ 』ある現状に於

て使用すべきツ〈9ルクリンの濃度 を如何にすべき

か｡反 磨槍査部位をどこにするか更に判定時間を

注射後24時 間にすべきか48時 間にすべきか を決定

してBCG接 種方法 をきめなV・と將來一般的に普

及された場合直接實施五又は集計上複雑な問題が

起つて來ないか と思 うo

V結 論
セ

a)蛮 赤の大きさに就て｡

ツ〈eルクリン注射後24時 間判定ではBCG接 腫

局所及び既往 ツ(vuク 玩ン注射部位に於けるツペ

ルクリン反慮は封構他側部位 よりも大 きい｡從 つ

てこのことか らすれば左右の蛋赤の大きさの差異

はBCG接 腫及び既往 ツペルクリン注射がその原

因になると信する◎

b)硬 結に就て

前騰に於てはBCG接 種及びツA・"1vクリンを注

射 してない側に硬結 を鰯れる数が多い｡特 に48時

間に於て多い｡左 上臆と右上騰と比較すると大差

はなV・｡上 騰と前臆 とでは上騰 の 方 が 顯苦であ

る｡こ の原因に就ては更に研究を要する｡

c)'=重 獲赤に就て

24時 聞判定においては ツペルク リンを前に注射

した部位では極めて著明に二重爽赤がみられる、

.上臆のBC(勢 接種局所 も同一傾向が見られるが ツ

ペルクリン注射部位の方が遙かに顯善である｡そ
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の原因 はa)揚 の合 と同様既彼 ツベル ク リン注射

部位 とBCG接 種部 位 と爾方に密接 な關係が ある

と信する｡・

棚筆するにあたリ岡治道教授、 隈部所 長 に敬意 を表

し、終始御懇篤なる蜘指導を恭 しナこ柳澤謙博士に深謝
き

す る｡、
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